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 芝浦⼯業⼤学⽣命科学科では「⽼化」をコンセプトに⽣命科学と⽣命医⼯学が
融合した研究・教育活動を⾏っている．既知の様に，加齢に伴い認識機能は低下
する。我々は，⽼化のフリーラジカル説に基づいてこれまで in vivoとin vitroの
両⾯から様々な検討を⾏ってきた。その結果，神経細胞死が起きる前には，軸索
や樹状突起に変性が⽣じ，その原因には細胞内へのCa2+の過剰な流⼊によるミト
コンドリアでのスーパーオキシド産⽣を介した微⼩管変性が関与している事を明
らかにしてきた。また，この際に抗酸化物質の投与による神経保護効果も同時に
確認しており，現在もそのメカニズムの解明に取り組んでいる。⼀⽅，2014年より
1年間、⽶国BaltimoreのNational Institute on Aging（NIA)に研究留学し，カロ
リー制限による寿命延⻑効果の分⼦メカニズムの研究に携わる機会を得た。糖尿
病治療薬であるメトホルミンが肥満対策に有効であり，BDNFやNrf2のmRNA発
現が有意に変動することを明らかとした。本セミナーでは，⾃⾝が現在⾏ってい
る研究と留学先での研究についてわかりやすく紹介させていただく。	 
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